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   （ギャンブル依存症問題を考える会） 

 

依存症問題に知識のない人の無責任なコメントを報道しない配慮を！ 

 

私たちは、日本の薬物問題、また依存症対策に関わる者として、今回の高知東生容疑者を

めぐる報道について、強い憤りを感じています。依存症問題について知識のない人の無責任

なコメントを報道することは、日本社会にはびこる依存症への偏見と誤解を強め、早期支

援・回復の妨げとなるためです。報道機関としての配慮を強く求めます。 

 

6 月 28 日放送の貴番組において、コメンテーターのテリー伊藤氏は、高知容疑者につい

て、「一番何が腹立たしいかっていうと、警察へ護送されるときにふてぶてしい態度をとっ

ている。下向いていない」と指摘し、「彼の性格が出ている」「たぶん彼は清原が護送される

のを見ていて、俺は捕まったときは下を向かないぞっていう思いの中でああいう態度をと

っている」「たぶん今現在も反省してないと思う」と発言されました。 

 翌 29日の同番組でも、高知容疑者が逮捕時に「来てもらってありがとうございます。」と

話したとされる件につき「『来てもらってありがとう』なんて彼にとって軽い言葉だなと思

っている。彼は現場現場でそういう言葉が出るタイプだと思う。本当に更生したいのだった

らこんな言葉は出ない。『ありがとう』なんて、ふざけんなっていう感じがする」と発言し

ています。 



 これらの発言は、依存症という病気の本質を理解していないばかりでなく、さまざまな依

存症の患者、家族の思いを踏みにじるものです。 

  

「逮捕された瞬間、ホッとした。これでやっとクスリがやめられるかもしれないと思った」。

これは、きわめて多くの薬物依存症者が語る体験です。だから「来てもらってありがとう」

という高知容疑者の言葉は、私たちにとって、ごく自然な印象を感じるものでした。 

依存症者は、その行為が「いけないこと」「やめなくてはならないこと」と十分に承知し、

やめるための努力を重ねます。しかしながら脳の機能不全により、自分の意志の力だけでは、

依存物質を断ち切ることができなかったり、依存行為をやめることができなくなっていま

す。そのジレンマに苦しみ、自分自身を一番責めているのもまた自分であり、テリー伊藤氏

がいうような「反省のなさ」や「軽い気持ち」で依存し続けているわけではありません。 

「やめるためには、自首するしかない」と、自ら警察に電話をするケースも多々あります。

その家族もまた、長年に渡る依存症者の苦しみを間近に見て、断腸の思いで警察に通報する

場合もあるのです。 

 

テリー伊藤氏は、元プロ野球選手の清原被告が逮捕された際にも、同様の偏見に満ちた発

言をしています。テリー伊藤氏に限らず、今回のような発言は、依存症の知識を持たない多

くのコメンテーターに見られる傾向です。有名人の人格を否定し、スキャンダラスに暴き、

依存症者がどんな態度をとっても、何を言っても全て否定的に批判する風潮は、日本の中で、

依存症対策を推進する上で、大きな妨げとなっています。 

 

国も先月から刑の一部執行猶予制度を施行し、薬物犯罪の人の回復を社会の中で見守っ

ていく取り組みを始めています。田代まさしさんのように、罪を償った後、薬物問題の社会

啓発に尽力する方も出てきました。 

にもかかわらず、このような偏見に満ちた発言が番組内で繰り返し発せられることは、

対策を推進している関係者の努力を踏みにじり、時代を逆行させるものであります。番組

が、依存症者に対する負のイメージを植え付け、苦しみの中にある当事者や家族から、支

援機関に相談する気力を奪ったり、社会復帰を果たしている依存症者への偏見を高める恐

れもあります。 

以上のことから、私たちは貴社に、依存症問題について知識のない人の無責任なコメント

を報道しないよう配慮を求めるものです。どうか報道を通して、依存症という病気への理解

を広め、回復や社会復帰を応援してください。 

 

今回、facebook 等で私どもの思いをつづったところ、多くの専門家、当事者家族の方々

から強い共感が寄せられました。 

日本で薬物依存症の治療と研究の第一人者である松本俊彦医師（ 国立精神・神経医療研

究センター精神保健研究所薬物依存研究部部長）も、「マスメディア関係者一同に猛省を促した

い」と意見表明をされており、賛同人のお一人に加わってくださいました。 

番組の関係者の方々と、現場との「意識のずれ」を知っていただきたいと強く願っていま

す。 


